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１．はじめに 

 これまで橋梁の点検業務は、専門技術者による目視調査が主であったが、今後点検対象となる橋梁の増加に対して、

技術者が不足することが予想される。そのため、専門的な知識を持ち合わせない一般技術者や施設管理者でも，構造

物に発生している劣化の原因や程度を推定でき、詳細調査の要否を判定できるシステムが望まれる。そこで、既存RC

橋梁とPC橋梁を対象として、構造物の設置位置や施工年度等の諸元や目視による変状を入力することにより、劣化

原因と程度を推定するための診断ソフトを開発したのでその内容を紹介する。 

２．劣化診断ソフトの特徴 

 本劣化診断ソフトは，構造物の諸元や目視調査結果を入力することにより、専門技術者でなくともある程度の劣化

原因や程度を評価することができるというところに特徴がある。また，将来的には橋梁の維持管理のためのデータベ

ースシステムとして活用することを想定している。システムのフローを図１に示す。まず、対象となる橋梁について

事前に橋梁諸元を入力し，次に現地にて点検を行なう。点検は目視により行い，ひび割れ状況，ひび割れ幅，ひび割

れの方向性，錆汁の有無，遊離石灰の有無などを入力し，対象橋梁の各部位について劣化原因・程度を推測する。ま

た，その結果から対策方法を検討するために必要な詳細調査の要否について示している。 

３．データ入力 

システムは大きく上部工と下部工に分かれてお

り、それぞれ対象となる構造種別は図２に示すと

おりである。調査員は事前に基本データ（環境条

件・供用条件）・諸元データ（共通事項）を入力す

る。現地では図３に示す鉄筋コンクリート橋 桁橋

の入力画面から，対象となる部位を選択し目視に

より得られた劣化状況を入力する。目視により入

力する内容は表１に示す‘構造上の変状’と‘ひ
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図１ システムフロー 図２ 対象とする構造種別 
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表１入力内容 

環境条件 塩害，寒冷地，アルカリ骨材反応性骨材の使用，都市・工業地
帯，温泉地域，凍結防止剤の散布 等

供用条件 大型車一方向交通量，地震，衝突，不同沈下，火災 等

内的条件 海砂，アルカリ骨材反応，示方書・過重，示方書・耐震，打設方
法，グラウト方法，表面塗装，PC鋼材，水セメント比 等

構造上の変状 異常たわみ，異常音，異常振動，異常遊間，移動，漏水・滞水 等

ひび割れ状況 ひび割れ幅（0.2mm以上）・錆汁の有無・遊離石灰の有無・方向性 

ひび割れ以外の変状浮き・剥離，鉄筋露出・腐食，鋼材破断・突出，空洞豆板，変色，コールドジョイント，ゲル，スケーリング，ポップアウト 等
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び割れ状況’などである。ひび割れは幅

０.２mm 以上について方向性や錆汁の

有無，遊離石灰の有無などを確認する。

また，ひび割れ以外の変状として，浮き・

剥離，鉄筋露出・腐食，鋼材破断・突出，

空洞豆板，変色，コールドジョイント，

ゲル，スケーリング，ポップアウトの有

無を確認し入力する。選択する部位の分

割は，予想される使用条件や劣化環境の

違いを考慮して決定した。たとえば鉄筋

コンクリート桁橋では入力部位は床版，

桁下面，桁側面，横桁，張出床版，高欄

に分けており，橋軸方向は１スパンを支

間中央、1/4 支間部、支点部および近傍

の5分割としている。 

４．診断 

 入力したデータは図４の横軸に示す劣

化要因と縦軸に示す諸条件および劣化現

象（環境条件・供用条件・内的条件・構

造上の変状・ひび割れの状況・ひび割れ

以外の変状）のマトリックスにより重み

係数を決め、それぞれ該当する係数の演

算結果として、劣化原因として可能性の

大きいものがより大きな値として得られ

るように構成している。診断結果は図５

のグラフにより、該当する劣化原因の可

能性の大きさが示される。また，各入力

区画ごとに劣化の量，密度を入力するこ

とにより，劣化進行度と第三者影響度を

評価し表示することが可能である。 

５．今後の課題 

 今後、本劣化診断ソフトを多くの実橋梁において

診断結果と実態を照合し、フィードバックすること

により劣化原因推定精度を向上させたい。また本劣

化診断ソフトは橋梁に限定したソフトであるが現在，

トンネル・桟橋についても開発中である。 
 

本ソフトは東京大学生産技術研究所魚本研究室との共同研究

「コンクリート構造物の劣化診断ソフトの開発」の成果であ

り、共同研究参加者は次のとおりである。 

笠井和弘（飛島建設㈱）、佐藤大輔・西川忠（㈱コンステック）、清水隆史・木下勝也（㈱建設技術研究所）、安部聡（㈱錢高組）、谷口修（五

洋建設㈱）、肥田研一・引地健彦（㈱千代田コンサルタント）、松山公年（日本工営㈱）、守分敦郎（東亜建設工業㈱）、山下英俊（㈱間組）、

吉田克弥（佐藤工業㈱）：（五十音順） 

図３ 劣化診断プログラム入力画面 
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0 . 2mm以上 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1 1
ひび割れ＋錆汁 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1 1
ひび割れ＋遊離 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1 1
ひび割れ＋錆汁＋遊離石灰 1 2 2 1 1 1 2 1 1 1 2 1 1
0 . 2mm以上 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1
ひび割れ＋錆汁 2 2 2 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1
ひび割れ＋遊離 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1
ひび割れ＋錆汁＋遊離石灰 2 2 2 2 1 1 1 2 2 1 1 1 1
0 . 2mm以上 1 1 1 1 1 1 2 2 2
ひび割れ＋錆汁 2 2 2 1 1 1 2 2 2
ひび割れ＋遊離 1 1 1 1 1 1 2 2 2
ひび割れ＋錆汁＋遊離石灰 2 2 2 2 1 1 2 2 2

③斜めひび割れ
④方向性ないひび割れ 2 2 2 1 1 1 1
⑤浮き、剥離 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1
⑥鉄筋露出，腐食 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
⑦鋼材破断，突出 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
⑧ひび割れが等間隔 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
⑧空洞豆板 3 2
⑨変色 3 2 1 1 1
⑩コールドジョイント 1 3 3
⑬ゲル 1 3
⑭スケーリング 2 2 1
⑮ポップアウト 2 2 2 1
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図４ 劣化診断計算シート 

図５ 劣化診断結果グラフ 
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